
 

 

 

 

１．運転または建設中の発電所（設備容量 運転中：13 基 計 1128.5 万 kW、建設中：1基 計 28.0 万 kW） 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh）   項 目 

発電所名 

現状 

平成 19 年度 運開後累計 平成 19 年度 運開後累計 

１号機 運転中 
５０．６

５０．９ 

６７．３

６９．９ 

１４．５ ７９８．６日本原子力発電㈱ 

 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H19.8.26～未定) 

４０．６

４３．９ 

８０．４

８０．７ 

３７．８ １,７１９．５

日本原子力研究開発機構 

 

高速増殖原型炉もんじゅ 

性能試験中 

（事故停止中） 

――――― 

（H7.12.8 中間熱交換器(C)二次系出口配管からのナトリウム漏えいに伴い、

            原子炉手動停止。) 

１号機 運転中 
５１．６

５１．８ 

５１．５

５４．０ 

１４．１ ５７１．８

２号機 
定期検査中 

(H19.7.20～未定) 

３３．０

３３．０ 

６１．４

６３．０ 

１３．２ ９５７．９

関 西 電 力 ㈱ 

 

美 浜 発 電 所 

３号機 運転中 

７３．６

７１．２ 

６９．６

７０．６ 

４８．８ １,５７４．６

１号機 運転中 

８９．９

９０．０ 

６６．２

６７．３ 

８４．９ １,９７３．７

２号機 運転中 
７６．３

７５．２ 

７２．２

７３．０ 

７２．１ ２,１０１．２

３号機 
定期検査中 

(H20.2.2～H20.5 下旬)

９３．１

９１．８ 

８４．５

８４．６ 

８８．３ １,４１５．７

関 西 電 力 ㈱ 

 

大 飯 発 電 所 

４号機 運転中 

７８．４

７７．３ 

８６．０

８５．８ 

７４．３ １,３４０．８

１号機 運転中 

１０４．１

１００     

６８．８

６９．７ 

６９．１ １,６５９．５

２号機 
定期検査中 

(H19.8.17～未定) 

４３．３

４１．３ 

６８．３

６９．３ 

２８．７ １,５９６．２

３号機 
定期検査中 

(H19.11.23～未定) 

７３．３

７０．６ 

８３．９

８３．７ 

５１．２ １,４７８．７

関 西 電 力 ㈱ 

 

高 浜 発 電 所 

４号機 運転中 

７６．４

７４．２ 

８５．０

８４．８ 

５３．４ １,４７３．３

 合 計 
７１．７

６７．０ 

７２．８

７１．４ 

６５０．９ １８,６６２．０

 (注) 利用率・稼働率・電力量は平成 20 年２月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て。 

 

 

原子力発電所の運転および建設状況 
原子力安全対策課 

平成 20 年３月５日現在 

（上段）設備利用率＝ 

発電電力量 

――――――――― 

認可出力×暦時間 

×100（％）

（下段）時間稼働率＝ 

発電時間 

――――――――― 

暦時間 

×100（％）
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２．各発電所の特記事項（平成 20 年２月６日～３月５日） 

 

 （１）運転中のプラント 

発電所名 特記事項 

敦賀２号機 第 16 回定期検査中（H19. 8.26 ～ 未定※） 
※ 平成 20 年１月中旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対策

工事等により、原子炉起動は今年秋頃となる見込みである。 

美浜２号機 第 24 回定期検査中（H19. 7.20 ～ 未定※） 
※ 平成 19 年 11 月下旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対

策工事等により、原子炉起動は今年夏頃となる見込みである。 

大飯３号機 第 13 回定期検査中（H20. 2. 2 ～ H20.５月下旬予定） 

 ・発電停止   （H20. 2. 2  10:00） 

○中性子源領域検出器の一時的な停止 

 ・定期検査中の２月７日、「中性子源領域検出器電源断」警報が約 40 秒

間発信した後、復帰した。 

 ・調査の結果、原子炉保護系制御装置の定期点検作業において、当該検

出器の切り替えスイッチを誤って操作した結果、警報が発信したもの

と確認された。                 （添付資料－１）

高浜１号機 ○１次冷却材中の放射能濃度の上昇 

 ・定例の１次冷却材中のヨウ素濃度測定の結果、前回の測定値を上回る

値が確認されたため、燃料集合体に漏えいの疑いがあると判断された。

 ・ヨウ素濃度は運転上の制限値に比べ十分低く、発電所の運転および環

境安全上の問題はないと判断されたため、１次冷却材中の放射能濃度の

監視を強化し運転を継続している。  （平成 20 年１月９日 公表済）

高浜２号機 第 24 回定期検査中（H19. 8.17 ～ 未定※） 
※ 平成 19 年 11 月上旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の対策

工事等により、原子炉起動は今年夏頃となる見込みである。 

○蒸気発生器入口管台溶接部での傷 

・当該部の渦流探傷試験等を実施したところ、Ａ～Ｃ号機の溶接部に有意

な信号指示が認められ、最大深さが約８mm の傷と評価された。 

・スンプ観察等の結果や他発電所の調査結果との比較から、応力腐食割れ

によるものと推定された。 

・対策として、傷を切削除去した後、耐食性に優れた690系ニッケル基合

金で溶接を行う。 

       （平成 19 年 12 月４日、７日、平成 20 年２月８日 公表済）

高浜３号機 第 18 回定期検査中（H19.11.23 ～未定※） 
※ 平成 20 年４月上旬、定期検査終了予定であったが、蒸気発生器入口管台溶接部での傷の原因

調査等により、終了時期は未定である。 

○蒸気発生器入口管台溶接部での傷 

・当該部の渦流探傷試験等を実施したところ、Ａ～Ｃ号機の溶接部に有

意な信号指示が認められ、最大深さが約 15mm の傷と評価された。 

・現在、傷が確認された箇所のスンプ観察等、原因調査を実施している。

                  （平成 20 年２月４日 公表済）
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（２）建設中のプラント 

発電所名 特記事項 

もんじゅ プラント確認試験中（H19. 8.31 ～ H20.８月予定） 

・２月 29 日現在、次の試験を実施中であり、全 141 試験項目中 59 項目

を終了している。 

燃料取扱設備運転試験、蒸気発生器伝熱管健全性確認試験、補助

冷却設備機能確認試験、１次主冷却系設備インターロック試験 

初装荷燃料の変更計画(H18.10.13 原子炉設置変更許可申請、 

H19. 5.25 一部補正、 

H20. 2.19 許可) 

 ・原子力安全・保安院にて安全審査が行われ、平成 19 年７月４日付けで

原子力委員会および原子力安全委員会に諮問し、平成 20 年２月 12 日、

両委員会より答申された。これらを踏まえ、平成 20 年２月 19 日、経済

産業大臣は原子炉設置変更を許可。 

平成 19 年度設備点検中（H19. 4. 2 ～ H20.３月予定） 

 

（３）廃止措置中のプラント 

発電所名 特記事項 

原子炉廃止

措置研究開

発センター※ 

（ふげん） 

廃止措置中 （H18.11. 7  廃止措置計画認可申請、 

H19.12.28 一部補正、 

H20. 2.12 認可） 
※ 廃止措置計画認可に伴い、「新型転換炉ふげん発電所」を「原子炉廃止措置研究開発センター」

に改組。 

 

 

３．燃料輸送実績（平成 20 年２月６日～３月５日） 

 

＜新燃料輸送＞ 

 

＜使用済燃料輸送＞ 

なし 

 

 
４．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 20 年２月６日～３月５日） 

なし 

 発電所名 概   要 

高浜２号機 ・新燃料集合体 12 体を原子燃料工業(株)より受け入れ（３月４日） 
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（参考） 
 

１．記者発表実績（平成 20 年２月６日～３月５日） 
年月日 番号 発  表  件  名 

H20.02.08 98 
高浜発電所２号機の定期検査状況について（蒸気発生器入口管台溶接部での傷の

原因と対策） 

H20.02.12  99  新型転換炉ふげん発電所の廃止措置計画の認可について 

H20.02.15  100  
原子力施設のトラブルに対する国際原子力事象評価尺度(INES)の適用について

（敦賀２号機、美浜２号機、大飯２号機、高浜２号機） 

H20.02.19  101  
高速増殖炉原型炉もんじゅ初装荷燃料の変更計画に係る原子炉設置変更の許可に

ついて 
H20.03.04  102  高浜発電所２号機の新燃料輸送について 

 
 
２．主な出来事（平成 20 年２月６日～３月５日） 

年月日 概      要 

H20.02.12 ・早瀬日本原子力研究開発機構敦賀本部長は、新型転換炉ふげん発電所が同日より廃止措

置段階に移行するとともに、「原子炉廃止措置研究開発センター」に改組することにつ

いて、県に報告し、県は、安全性・信頼性確保に努めるよう日本原子力研究開発機構に

要請 
・原子力委員会および原子力安全委員会は、高速増殖原型炉もんじゅ原子炉設置変更（初

装荷燃料の変更）について、原子力安全・保安院に答申 

H20.02.13 ・日本原子力研究開発機構は「原子炉廃止措置研究開発センター」看板除幕式を実施 

H20.02.19 ・原子力安全・保安院および文部科学省は、高速増殖原型炉もんじゅ原子炉設置変更（初

装荷燃料の変更）許可に関し、安全審査の内容および国として今後も引き続き厳正な安

全規制活動を行うこと等を県に説明 
・岡崎日本原子力研究開発機構理事長は、高速増殖原型炉もんじゅ原子炉設置変更（初装

荷燃料の変更）の許可を県に報告 

H20.02.20 ・日本原子力研究開発機構は、原子炉廃止措置研究開発センターにて消防訓練を実施 
H20.02.25 ・日本原子力研究開発機構は、もんじゅを中心とした報告会「環境とエネルギー」を開催

（敦賀市） 

H20.02.28 ・関西電力㈱のプルサーマル計画に対する要望書を県へ提出（グリーン・アクション、美

浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会） 

・関西電力㈱は、新潟県中越沖地震を踏まえ、３発電所に水消防車および化学消防車をそ

れぞれ１台ずつ計６台配備。 

H20.03.03 ・日本原子力技術協会は、日本原子力発電㈱敦賀発電所にてピアレビューを実施（～14

日） 
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平成１９年度安全協定に基づく軽微な異常事象 

 
大飯発電所３号機 中性子源領域検出器の一時的な停止について 

 

・発生日：平成20年２月７日 

・終結日：平成20年２月７日 

・放射能による周辺環境への影響：なし 

・国の取扱い：報告対象外 

・安全協定上の取扱い：異常事象（第７条第５号「発電所に故障が発生したとき」） 

 

１．概要 

 平成 20年２月２日から第13回定期検査中のところ、２月７日９時46分、中性子源領域検出

器※（全２台）の電源が一時的に切れ、当該検出器が約40秒間停止し、その間の記録が欠測して

いることを確認した。電源が復旧した後、記録計の値は警報発信前の値に戻っており、原子炉の

安全性には影響がないことを確認した。  

 事象発生時は、原子炉容器開放前の原子炉内に燃料が装荷された状態であり、この状態では、

保安規定において、運転上の制限として、１台以上の中性子源領域検出器で監視することが要求

されているが、当該検出器が停止した間は、運転上の制限を満足していないと判断され、同日

10時 15分に、一時的な運転上の制限逸脱と、復帰を宣言した。 

 当時、原子炉保護系制御装置の定期点検工事として、原子炉保護系の回路（４チャンネル：Ａ

～Ｄ）を隔離するため、各チャンネルの回路の切替スイッチを「通常」位置から「定検」位置に

切り替える操作を行っていたが、誤って２チャンネル（ＢおよびＤ）を続けて「バイパス」位置

に切り替えていたことが確認された。切替スイッチを本来の「定検」位置に切り替えた場合、検

出器の電源は切れないが、２チャンネルを「バイパス」位置にすると、自動的に検出器の電源が

切れる仕組みになっていた。このため、検出器が停止し、その後、異常に気が付いた操作者が直

ぐに切替スイッチを「通常」位置に戻した結果、検出器が復旧したものと確認された。 

※：原子炉が未臨界状態で中性子束の計数が非常に小さな時に測定する装置 

 

２．原因 

 本切替操作は、プラントの運転操作を行っている発電室から点検担当課に移管され、点検担当

課員の立ち会いのもと、協力会社作業員が操作を実施した。この操作において、操作手順書と現

場機器の状態を照合することや、操作前後のスイッチ位置を指差呼称するなどの確実な操作確認

が行われていなかった。 

 

３．対策 

保安規定の「運転上の制限」に関わる重要な操作については、発電室から点検担当課に操作移

管を行わず、発電室が直接操作することとし、所内ルールに反映した。 

確実な操作確認などの基本動作が実施されていなかったことから、全所員（関西電力社員およ

び協力会社作業員）に対し、発電所幹部等が基本動作の徹底を図るよう強く指導を行うとともに、

点検担当課員に対し、役職者が基本動作に関する指導を行った。 

 

 

[平成20年２月15日 関西電力㈱が公表済] 

添付資料―１ 
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大飯発電所３号機 中性子源領域検出器の一時的な停止について

原子炉格納容器

制御棒

燃料

原子炉容器

中性子源領域検出器（全２
台）の電源が一時的に切
れた

中央制御室
制御盤

A原子炉
安全保護
ロジック盤

「中性子源領域検出器
電源断」の警報が一時
的に発信

事象概要

B原子炉
安全保護
ロジック盤

C原子炉
安全保護
ロジック盤

D原子炉
安全保護
ロジック盤

原子炉保護制御装置の点検
に伴う、切替操作を実施

スイッチを「定検」位置に切り替えるべきところ、
誤って「バイパス」位置に切り替えた。

切替スイッチ（バイパススイッチ）原子炉安全保護ロジック盤

・保安規定「運転上の制限」に関わる重要な操作については、発電室から点検担当課に操作移管を行わず、
　発電室が直接操作することとし、その旨、所内ルールに反映した。

・今回、確実な操作確認などの基本動作が実施されていなかったことから、全所員（関西電力社員および
　協力会社作業員）に対し、基本動作の徹底を図るよう強く指導を行うとともに、点検担当課員に対し、
　役職者が基本動作に関する指導を行った。

・今回の要因の深堀り検討を行い、所内ルールの改善や教育訓練の充実を図る。

原子炉保護
制御装置

対　　策

本切替操作は、プラントの運転操作を行っている発電室から点検担当課に移管され、点検担当課員の立ち会いのも
と、協力会社作業員が操作を実施した。この操作において、操作手順書と現場機器の状態を照合することや、操作前
後のスイッチ位置を指差呼称するなどの確実な操作確認が行われていなかった。

原因

① ②

②

正しい切替位置

今回誤った
　切替位置
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